
教えてポリオプラス

国際ロータリー第２７９０地区 ロータリーポリオプラス委員長 小椋 伸也

財団セミナー



自己紹介
 氏名 ：小椋 伸也 1982年4月6日生まれ 43歳

 家族 ：妻・長女（高２）・次女（高1）・長男（小6）・三女（小5）・四女（小2）

 入会年数 ：2020年1月入会 5年８か月

 所属クラブ：松戸北ロータリークラブ

 職業分類 ：建築塗装業（ペンキ屋の親父）

 趣味 ：バンジージャンプ・プラモデル・お店巡り

 地区財団委員歴

 2022-23（小倉G）年度 ポリオプラス委員会 委員

 2023-24（鵜沢G）年度 ポリオプラス委員会 委員

 2024-25（寒郡G）年度 ポリオプラス委員会 副委員長

 2025-26（時田G）年度 ポリオプラス委員会 委員長



本日の次第

１：教えてエンドポリオ（アニメーション）

２：教えてポリオプラス（アニメーション）

３：ロータリーカードのご案内

４：ポリオ・プラス・ソサエティ（PPS）のご案内

５：２７９０地区ポリオデーのご案内





ポリオとは？

ポリオ（急性灰白髄炎）（脊髄性小児まひ）

 ＊特に５歳以下の子供の罹患率が90％以上と感染しやすい伝染病。

＊神経を侵して永久的な筋力低下やまひを引き起こす。時として命さえも奪います。

＊ポリオウイルスは感染したら治療法はありません。

ワクチン投与によって予防は可能。

＊日本では１９８０年を最後に発症は確認されていないが、世界中での感染を根絶

しない限り、今後も発症のリスクはある。

ポリオの発症が世界のどこかで起きている限り、
感染の危険は世界中の子供たちに及ぶことになりま
す



世界ポリオ根絶推進活動（GPEI）
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各国政府が主導



世界の野生型ポリオウイルスによる症例数

ポリオは依然として「国際的に懸念される公衆衛生上の緊
急事態 (PHEIC)」に指定されています。 

２０２５年
１月１日～９月２３日

アフガニスタン ４症例

パキスタン ２６症例





ポリオ根絶を目指す理由
１.生活の向上
ポリオ根絶活動のおかげで、身体麻痺とならずにすんだ人の数は2,000万人、命を落とすことのなかっ
た人の数は150万人に上ると言われています。

２.未来への投資
ポリオが根絶されなければ、今後10年間に毎年20万人の子どもが身体麻痺になる可能性があります。
ポリオの根絶は全ての子どもの為のより健康な世界をつくることに繋がります。

３.子供の健康を向上
ポリオ根絶のサーベイランス（監視）や予防接種活動では、ビタミン欠乏や、はしかといった他の健
康問題の検査も行われるため、いち早く対応できるようになります。

４.医療費の削減
世界的なポリオ根絶活動により、1988年以来、270 億ドル以上の医療費が節約され、2050年までにさ
らに140億ドルを節約できるとされています。

５.ロータリーが歴史を作る
ポリオが世界から根絶されれば、天然痘に続いて2番目に根絶される疾病となり、公共保健分野におけ
る偉大な功績の一つとなることができます。



ロータリーにとってポリオとは？

ロータリー財団管理委員会とＲＩ理事会は

「ポリオのない世界」と認定されるまで

国際ロータリーおよびロータリー財団にとって

ポリオ根絶は最も重要な目標であり、そうあり続けなければならない（ロータリー
財団章典12.010.）

ポリオプラスプログラムが成功裏に完了するまで、いかなる他のプロジェクトも検
討されない（2017年１月理事会会合、決定８７号）

↓

ロータリーの最優先ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ



ポリオプラス基金の用途

 ワクチンの代金 20％程度。

 現地ポリオワーカーの教育、人件費、

 監視活動、専門家による調査、ワクチン管理等。

 WHO・UNICEF他へ補助金として提供、

 パキスタンへは累計約4億3千万ドル/約645億円を拠出

 これまでポリオ根絶へ投じた費用は26億ドル以上（パートナー
含む）

1人あたり３０ドルの目標



ロータリーカード

インターナショナルマスターカード
（オリコカード）

１４億１０８１万円

2024年度―25年度実績
個人カード利用額総計
１１億８３５３万円
ポリオ還元額 ０．３％
３５５万５９０円

ビジネスカード利用額総計
２億２７２８万円
ポリオ還元額 ０，５％
１１３万６４００円



ロータリーカード

ロータリーダイナースクラブカード
クラブ・地区・地区委員会の法人カード（年会費無料）と
個人カード年会費24,200円
ご利用額の０．３％が活動資金に

2024―25年度実績
１４億９５５３万円
ポリオ還元額 ０．３％
４４８万６５９０円



ポリオプラス・ソサエティのご案内

 ポリオ根絶まであと少しという状況になってきましたが、根絶を迎えるまでは今までと同様
に毎年多額の資金が必要。

 現状の不安定な政治環境、気候変動によると思われる災害もあり、根絶活動の遂行に予断を
許さない状況。

 ポリオ根絶までの活動資金の安定と増加にご協力いただくために、世界のロータリー会員の
皆様にソサエティを紹介し、多くの方々にご参加をお願いします。

 『ポリオプラス・ソサエティ：The PolioPlus Society（ＰＰＳ）』プログラムは、毎年１
００ドルをロータリー財団の『ポリオプラスプログラム』への寄付をお約束頂けるロータ
リー会員に登録していただき登録証とソサエティメンバーのピンバッジを受け取って頂くも
のです。

 ゲイツ財団より２倍の上乗せがございます。

 ロータリー財団の寄付実績に反映されＰＨＦ認証レベルの対象となり、クラブ、地区の実績
にも反映されます。

 ２７９０地区では、ご案内以降１４１名のロータリアンが登録。



ポリオプラス・ソサエティ登録証（サンプル）





地区ポリオ根絶イベント実施のコンセプト

⚫ 01  ポリオ根絶活動及びロータリー活動を一般の方々への認知

⚫ 02  地区内クラブへのポリオ根絶活動の関心促進

⚫ 03  次世代へポリオ根絶の必要性を訴える

⚫ 04  単独ではポリオデーイベント実施が困難な地区内クラブが参加することによるクラブ活性化

⚫ 05  地区内ロータリアンの共同奉仕活動による地区内連帯感、および各ロータリアンのロータ
リーモーメントに繋げる

⚫ 06  奉仕活動のアピールポイントとして新規会員増強に役立てる





近い将来ポリオ根
絶を祝えることを
信じています。

ポリオ根絶に取り組んできたロータリーにとって根絶は世界との約束、子供たちとの約

束です。

歴史と共に築いてきた根絶への道のりを絶やすことなく私たちで約束を果たしましょう。
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